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インフルエンサー招聘観光情報発信業務委託 

に係る公募型プロポーザル実施要領 
 

１ 趣旨 

  本要領は、インフルエンサー招聘観光情報発信業務委託の実施に当たり、当該業務の受託候補者を

選定するための公募型プロポーザルに関し、必要な事項を定めるものとする。 

 

２ 業務の概要 

(1) 委託業務の件名 

インフルエンサー招聘観光情報発信業務委託 

 (2) 委託業務の目的及び業務内容 

   別紙仕様書のとおり。 

(3) 委託期間 

   契約締結日の翌日から令和９年３月 31日まで 

 (4) 発注者 

もりおか観光プロモーション実行委員会（以下「実行委員会」という。）（事務局：盛岡市観光課） 

 (5) 提案上限額（業務委託契約上限額） 

   12,203,000円（消費税額及び地方消費税額を含む。） 

 

３ 参加資格要件 

  当プロポーザルに参加できる者は、次に掲げる要件の全てを満たす法人とする。 

(1) 地方自治法施行令（昭和 22年政令第 16号）第 167条の４の規定に該当しない者であること。 

(2) 民事再生法（平成 11 年法律第 225 号）に基づき再生手続開始の申立てをしている者若しくは再

生手続開始の申立てがされている者（同法第 33 条第１項に規定する再生手続開始の決定を受けた

者を除く。）又は会社更生法（平成 14年法律第 154号）に基づき更生手続開始の申立てをしている

者若しくは更生手続開始の申立てがされている者（同法第 41 条第１項に規定する更生手続開始の

決定を受けた者を除く。）でないこと。 

(3) 破産法（平成 16年法律第 75号）に基づき、破産手続開始の申立てをしている者又は破産手続開

始の申立てがされている者（ただし、同法第 30 条第１項に規定する破産手続開始の決定を受けた

者を除く。）に該当しないこと。 

(4) 事業者の代表者、役員（執行役員を含む。）又は支店若しくは営業所を代表する者等、その経営に

関与する者が、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第 77 号）第２条

第６号に規定する暴力団員又は暴力団（同法第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）若

しくは暴力団員と密接な関係を有している者でないこと。 
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(5) 直近の納めるべき国税（法人税、消費税及び地方消費税等）及び現在の主たる事業所所在市町村

に納めるべき市税等のいずれも滞納していないこと。 

(6) 参加表明書兼誓約書の提出の日から委託候補者を選定するまでの期間に、盛岡市における入札参

加資格停止基準等に基づく指名停止等の入札参加制限又は文書警告に伴う入札に参加できない措

置を受けていない者であること。 

(7) 直近５カ年の間に、インフルエンサー招聘に関する事業を国又は地方自治体等から受託して実施

した実績があること。 

 

４ スケジュール 

企画提案募集開始 令和８年 10月 27日（火）から 

質問受付期限 令和８年 11月２日（月）17時まで 

質問への回答（公表） 令和８年 11月６日（金） 

参加表明書兼誓約書の提出期限 令和８年 11月 13日（金）17時まで 

企画提案書の提出期限 令和８年 11月 24日（火）17時まで 

書類審査（一次審査） 令和８年 11月 26日（木） 

書類審査（一次審査）結果、二次審査の通知 令和８年 11月 27日（金） 

プレゼンテーション審査（二次審査） 令和８年 12月３日（木） 

選考結果の通知（受託候補者の特定） 令和８年 12月４日（金） 

契約締結及び業務開始 令和８年 12月７日（月） 

 

５ 質問の受付及び回答 

  企画提案書の作成に関して疑義が生じた場合は、以下により問い合わせること。 

(1) 受付期間 

企画提案募集開始日から令和８年 11月２日（月）17時まで 

(2) 質問方法 

質問票（様式第１号）に質問事項を記載し、本要領 12に記載の実行委員会事務局（盛岡市交流推

進部観光課）宛て電子メールで提出すること。電子メール送信後、電話で盛岡市交流推進部観光課

に電子メールの着信を確認すること。電子メールの件名は以下の通りとすること。なお、電話、口

頭、ファクシミリ及び持参等での質問は認めない。 

・【提案者名】インフルエンサー招聘観光情報発信業務委託プロポーザル質問の送付 

 (3) 回答方法 

   提出された質問に対する回答は、令和８年 11 月６日（金）に盛岡市公式ホームページに掲載す

る。 
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６ 参加表明書兼誓約書の提出 

  本事業に参加を希望する場合は、以下のとおり必要書類を提出すること。 

 (1) 提出期限 

   令和８年 11月 13日（金）17時必着 

 (2) 提出方法 

   下記の提出書類の電子データを、本要領 12 に記載の実行委員会事務局（盛岡市交流推進部観光

課）あてに電子メールで提出すること。電子メール送信後、電話で盛岡市交流推進部観光課に電子

メール着信を確認すること。（紙媒体での送付は不要） 

 (3) 提出書類 

盛岡市物品の買入れ等競争入札参加資格者名簿に登録のある者においては、イ～オは提出不要と

する。 

ア 参加表明書兼誓約書（様式第２号） ※代表者印の押印が必要 

イ 企業提案者の概要が分かる資料（会社案内、パンフレット等） 

ウ 市税の滞納がないことの証明書又は主たる事業所所在地の市町村税（特別区にあたっては都税）

を滞納していないことの証明書の写し 

エ 履歴事項全部証明書の写し 

オ 役員の一覧表（様式第３号） 

 

７ 企画提案書の提出 

  本事業の受託を希望する場合、以下により必要書類を提出すること。 

 (1) 提出期限 

   令和８年 11月 24日（火）17時必着 

 (2) 提出方法 

   下記(3)提出書類を、本要領 12に記載の実行委員会事務局（盛岡市交流推進部観光課）あて持参

又は郵送（書留郵便、レターパック、ゆうパックに限る。）により提出すること。なお、資料一式は

電子ファイル（PDF形式）も提出すること。電子メールで提出する場合は、本要領 12に記載の電子

メールアドレス宛に提出すること。電子メールの件名は以下の通りとすること。 

・【提案者名】インフルエンサー招聘観光情報発信業務委託企画提案書の提出 

 (3) 提出書類 

  ア 応募申込書（様式第４号）…１部 

  イ 企画提案書（任意様式）…６部 

  ウ 組織等に関する調書（様式第５号）…６部 

  エ 類似業務実績書（様式第６号）…６部 

  オ 見積書（任意様式）…６部 



4 
 

   ※見積書は経費の詳細が分かるよう、項目別に数量や単価等の内訳を記載すること。「一式」等は

認めない。また、本業務委託に要するすべての経費を積算すること（消費税等を含む）。 

 (4) 企画提案書の留意点 

企画提案書は別紙仕様書の内容を踏まえ、以下のとおり作成すること。またＡ４版で作成するこ

と。 

ア 表紙 

「法人名」「住所」「代表者名」「担当者名（所属、職、氏名）」「連絡先（電話番号及び電子メー

ルアドレス）」を記載すること 

イ 目次 

ウ 具体的な企画提案に関すること 

エ インフルエンサーの選定候補に関すること 

オ 旅程スケジュール（提案）に関すること 

カ 手配に関すること 

キ インフルエンサーによる投稿に関すること 

ク 効果検証に関すること 

ケ 仕様書に定める内容に加え、業務の効率化及び効果向上につながる独自提案等 

 (5) その他 

  ア 提出書類等は返却せず、発注者の責任において処分する。 

  イ 企画提案に係る費用は、提案者の負担とする。 

  ウ 提出期限後の提案書の差し替えや再提出等は、認めない。 

 

８ 受託候補者の選定等 

 (1) 書類審査（一次審査） 

参加申込者が５者を超える場合は、企画提案書等による書類審査（一次審査）を実施し、その結

果によりプレゼンテーション審査（二次審査）の対象者５者を選定する。書類審査の結果は、令和

８年 11月 27日（金）中に全ての提案者に対し電子メールにより通知する。 

 (2) プレゼンテーション審査（二次審査） 

  ア 日時  

    令和８年 12月３日（木）※具体的な日時は、各提案者あてに個別に通知する。 

  イ 実施方法 

    Zoom又は Microsoft Teamsによるオンライン 

  ウ プレゼンテーション審査の流れ 

    提案者より企画提案書に基づく内容説明（10分） 

    質疑応答（10分） 
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  エ 留意事項 

   (ｱ) 提案者の出席人数は２人以内とすること。 

   (ｲ) １事業（参加）者からの応募は、１提案限りとする。 

   (ｳ) 説明は事前に提出した企画提案書に基づき行うこととし、追加資料の提出等は認めない。 

   (ｴ) 正当な理由なく欠席した場合は提案を無効とする。ただし、実行委員会事務局長がやむを得

ない事情と認める場合はその限りではない。 

 (3) 審査項目・評価基準及び配点 

   別紙「審査項目・評価基準及び配点表」のとおり。 

 (4) 受託候補者の特定 

別紙「審査項目・評価基準及び配点表」に基づき、評価及び採点を行い順位付けしたうえで、各

委員の評価点の合計が最も高い者を委託業務の受託候補者とする。 

また、参加申込（企画提案）者が一者のときは、各審査委員の評価点数の平均が満点の５割以上

であった場合に、委託業務の受託候補者として選定する。 

ただし、合計点が最高得点の者が複数あるときの選定については次のとおりとする。 

ア 各審査員の評価で１位が多い者を最優秀提案者とする。 

イ アが同数の場合には、委員長が高い評価をしたものを最優秀提案者とする。 

ウ イが同評価の場合は、見積金額が低い者を最優秀提案者とする。 

エ ウが同額の場合はくじ引きとする。 

 (5) 評価及び評点は下記のとおりとする。 

評価 評点（５段階評価） 

優れている ５ 

やや優れている ４ 

普通 ３ 

やや劣る ２ 

劣る １ 

（提案書等に記載がない） ０ 

 

９ 契約に関する事項 

(1) 契約形態 

  地方自治法施行令第 167 条の２第１項第２号に基づく随意契約とし、審査により選定された受託

候補者から見積書を聴取して契約書を作成する。なお、受託候補者と契約が成立しない場合は、次

点候補者と協議を行い、協議が整った場合に契約を締結する。 

なお、本委託業務の実施については、委託業務の契約候補者の企画提案を原案のとおり実施する

ことを約束するものでなく、必要に応じて仕様書の内容の一部を変更するなど、発注者と委託業務

の契約候補者との間で協議の上、決定することとする。 
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(2) 予算規模 

  12,203,000 円（消費税及び地方消費税含む。）を上限とし、提案内容等を発注者と協議のうえ、

契約金額を決定する。なお、委託費は提案内容の遂行に必要な最小限度の経費とし、提案内容から

その妥当性が認められる範囲とする。 

 

10 提案書等の無効及び参加資格の喪失等 

  次のいずれかに該当する場合は、提案を無効とし、本プロポーザルへの参加資格を失うものとする。 

 ア 参加資格要件を満たさない場合又は契約締結までの間に参加資格要件を満たさなくなった場合 

 イ 企画提案書等が提出期限を過ぎて提出された場合 

 ウ 提出書類に虚偽又は不正な記載があった場合 

 エ 本要領２(５)に示す提案上限額を超える金額を積算した場合 

 

11 留意事項等 

ア このプロポーザルに関する説明会は実施しない。 

イ 必要により、提出された書類の内容について、関係機関に照会することがある。 

ウ プロポーザルの参加申込書の提出後に参加を辞退するときには、辞退書（任意様式）を提出する

こと。なお、辞退届の提出があった場合でも、既に提出された企画提案書等の応募書類等は返却し

ない。 

エ 提案内容に含まれる特許権等日本国の法令に基づいて保護される第三者の権利の対象となって

いるものを使用した結果生じた責任は、原則として受託者が負うものとする。 

 

12 担当部署・問い合わせ先 

  住  所 〒020-8530 盛岡市内丸 12番２号（盛岡市役所本庁舎別館７階） 

担 当 課 もりおか観光プロモーション実行委員会事務局（盛岡市交流推進部観光課内） 

  担 当 者 事業推進係 髙橋 享平（たかはし きょうへい） 

  電  話 019-613-8391（担当課直通） 

  E-mail  kankou@city.morioka.iwate.jp 

    受付時間 午前９時から午後５時まで（正午から午後１時までを除く。）※ 土日祝日を除く。 
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（別 紙） 

【審査項目・評価基準及び配点表】 

審査項目 評価の視点 傾斜 配 点 

企画・提案コンセプ

ト 

・本業務の目的を理解した提案となっているか。 ×２ １０ 

・インフルエンサーの選定にあたり、仕様に示した

要件を満たし、効果的なインフルエンサーを選定し

ているか。 

×２ １０ 

・ＳＮＳ利用者のニーズや市場動向を踏まえた独自

性及び訴求力の高い旅程を設定しているか。 
×２ １０ 

・本業務の実施に向けて、インフルエンサーや訪問

施設等との調整や、必要な物品の調達や輸送など、

準備を進める体制が整っているか。 

×２ １０ 

・インフルエンサーの情報発信について、効果的か

つ実現性の高い手法が提案されているか。 
×２ １０ 

・インフルエンサーのＳＮＳ投稿回数について、仕

様に示した要件を満たし、適切な投稿回数を設定し

ているか。 

×２ １０ 

各種手配 
・各種手配内容が、行程に無理のない範囲の提案と

なっているか。 
×１ ５ 

実績・優位性 

・過去の同種又は類似の業務の履行実績があるか。 ×１ ５ 

・事業効果を高める独自の提案や工夫があり、優位

性や特長がみられるか。 
×２ １０ 

効果検証 
・十分な効果検証を行える手法が提案されている

か。 
×２ １０ 

必要経費 
・業務内容に見合った適切な経費であるか。見積金

額は妥当か。 
×１ ５ 

総 合 評 価 
・審査項目以外に特に優れた要素がある場合は、審

査項目の合計点に加算。 
×１ ５ 

合  計（１００点満点）  １００ 

 


